平成２４年１１月３０日
足利市長
大豆生田　実　殿
氏名　：足利市サッカー協会　　　　　　　　

会 長　勝 沼 春 彦　印（他○○名）
住　　所　：栃木県足利市毛野新町１－１６１　　
連絡先　：０２８４－４２－７７７６　　　　　
サッカー専用グランド建設に関する要望書
標記の件につき、早急な処置をしていただきたく、下記の通り要望いたします。
記

□　要望事項

1. サッカー専用グランドの建設
2. １．に併設する形での、宿泊施設を伴ったクラブハウスの建設
□　要望理由

私たち足利市サッカー協会は、１９６６年創立以来４６年間、サッカーを通して人づくり、町づくりを行い、多くの優秀な人材を育成してまいりました。足利相生の全国少年サッカー大会BEST４、協和中学の全国中体ベスト４、足利学園高校の全国総体出場等、それぞれのカテゴリーにおいて担当者の創意工夫と熱意により、強化・育成に多くの成果を上げてまいりました。こうした事は、地方の小さな協会としてなしうる最大の努力をしてきた先人の知恵と汗の賜物でもあります。ただ、この活動にも限界を感じざるを得ません。
１９９３年のJリーグ開幕、日韓Ｗ杯を経て昨今の日本代表やなでしこジャパンの活躍もあり、サッカーが社会に根を下ろしていきました。その過程の中で、周辺の自治体では多くのサッカー設備が整備されていきました。小さな町村にまで天然芝のサッカー専用グランドができ、最近では人工芝の優良なグランドも珍しくありません。これに対し、現在の足利のサッカー専用グランドは渡良瀬川の河川敷に２面しかありません。それも台風などの増水時には消毒などの時間がかかり使用出来ないなど、使用条件に制限があります。さらに、その２面しかないグランドを、中学、高校、社会人、シニアと毎週のように使用するため芝の保護をする時間もなく、痛む一方となっています。　関東の中でもかなり悪い状態であることは明らかで、実際にほとんど公式戦を行うことはできず、多くが他地域の施設に依存している状況です。

こうした状況の下、今まで構築してきた人材育成プログラムをさらに高度化させていく為にはハードの再構築が急務であるのは明らかです。「足利市にサッカー専用スタジアムを！」，「人工芝のグランドを！」と、サッカー関係者は常に声高に叫んできました。そこで我々は、サッカー専用グランドの建設と、それに併設する宿泊施設を備えたクラブハウスの建設をお願いいたします。
　サッカーはとかく野球と比較して論ぜられます。これはサッカーが野球と肩を並べるスポーツとして認知されてきたことに他なりません。今年度、足利市のそれぞれの協会に登録してある両競技の人数は、野球の３１９８人に対してサッカーは１９８２人です。ところがこれを高校生以下のカテゴリーに限って比較すると、野球が７５０人で、サッカーが１４９２人と、サッカー競技人口が実に野球の２倍近くに登っています。近い将来、サッカーと野球の競技人口が逆転することは疑いないところでしょう。ところが、足利市の専用グランドの数は、サッカー２面に対して野球が３０面を超えていると聞いています。この数を見る限り、いかにサッカーの専用グランドが不足しているかご理解いただけると思います。子どもたちがより良い環境でサッカーが行えるような環境整備は急務です。
地域の時代という言葉が使われるようになって久しいですが、特に足利は愛郷心が強く、「足利人」という言葉が示すとおり、一種独特の気風があることは多くの人が認めるところでしょう。

足利市は日本最古の学校「足利学校」のある文化の町で、それは我々足利人の誇りでもあります。それと同時に、「一市民一スポーツ」を掲げ、生涯スポーツに力を入れているスポーツの町でもあります。足利市サッカー協会では毎年、「ムンディアル足利（足利市サッカー協会長杯）」という大会を、県内外から実に７２もの少年チーム、選手だけで１４００人余り、関係者を入れれば２０００人を優に超える人をお招きして開催しています。そこで課題になるのが市内に宿泊施設が非常に少ないという問題です。
どの競技にもいえることですが、内外の優秀なチーム、優秀な選手を招いて大会を催すことは、競技力を高めるためには不可欠な要素の一つです。今回要望しているクラブハウスは、これはサッカーでの使用だけに限ったことではありません。このクラブハウスと野球場等、すでにある施設を併用していただくことで、大会等の開催の幅も広がることは間違いありません。多くの競技でその財産を共有し広めていくことで、各競技の競技力が高まり、その裾野が広がる。そうして初めて、「一市民一スポーツ」が実現できると確信しています。そしてこのことが競技を超えて実現できれば、そこには新たな人の流れが生まれ、地域の活性化、足利の新たな活力となり、スポーツによる町興しにもつながります。
サッカーは、世界で最も競技人口の多いスポーツです。その世界大会であるＷ杯は、テレビの視聴者数ではオリンピックを凌ぐとも言われています。まさに世界最大のスポーツイベントと言っても過言ではありません。その世界で最もポピュラーなスポーツであるサッカーの競技施設を持つことは、足利にとって大きな意味があります。宿泊施設をもつ良質なサッカーグランドができることで、Ｊリーグのチームのみならず、日本代表や各国の代表チーム等が合宿等で活用することになれば、日韓Ｗ杯のときにカメルーン代表の合宿地として一躍有名になった中津江村（現日田市中津江村）のように、そのことが足利の誇りにつながります。足利で生まれ育った人、足利に関係するすべての人の誇りとなるのです。
サッカーグランドを建設し、駐車場を確保、さらに宿泊施設を併設することを考えれば、相応の広さの土地を要します。現在の足利で、それだけの土地が確保できる場所がどこであるかを考えたとき、松田にある「かんぽの宿」建設予定跡地が、その候補となるのは自明です。しかも彼の地には温泉も湧出しています。宿泊施設を伴うことでそれは、今申し上げた以上の効果があるかもしれないと、愚考さえしています。

以上のことより、サッカー専用グランドとそれに併設するクラブハウスを「かんぽの宿」建設予定跡地に建設したく、お願いいたします。

□　添付資料

· 署名簿

以上
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□　要望趣旨

子供たちが、より良い環境でサッカーが行えるようにするためにも、「一市民一スポーツ」を実現し、スポーツによる町興し実現のためにも、サッカー専用グランドとそれに併設するクラブハウスの建設を「かんぽの宿」建設予定跡地にお願いいたします。
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